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	製品名: CD88（リン酸化Ser338）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04410
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：走化性および炎症性ペプチドであるアナフィラトキシンC5aの受容体。この受容体は、走化性、顆粒酵素遊離、およびスーパーオキシドアニオン産生を刺激する。,PTM：硫酸化は受容体とC5aの会合において重要な役割を果たしているが、受容体がシグナル伝達能力や小ペプチド作動薬に対するカルシウム動員能力には重要な役割を担っていない。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,機能：走化性および炎症性ペプチドであるアナフィラトキシンC5aの受容体。この受容体は、走化性、顆粒酵素遊離、およびスーパーオキシドアニオン産生を刺激する。,PTM：硫酸化は受容体とC5aの会合において重要な役割を果たしているが、受容体がシグナル伝達能力や小ペプチド作動薬に対するカルシウム動員能力には重要な役割を担っていない。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;補体および凝固カスケード;
	画像データ
	

	CD88/C5aR（リン酸化Ser338）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CD88/C5aR（リン酸化Ser338）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

